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高松短期大学における教育情報管趣及び事務処理の電算化

昌　道

守　孝

はじめに

近年，情報化の波に乗り，学校へも電子計算機が導入され活用されるようになってきた。

本学でも，昭和58年11月にオフィスコンピュータMELCOM80MODELlOOが導入され（現在は

MODEL20にレベルアップ），事務処理の能率化をはかるとともに，さまざまな教育情報をもっと有

効に積極的に活用してゆくよう努力が重ねられている。

以下に，現在稼動している本学事務処理システムについて簡単に報告する。

システムの概要

本システムは，会計・給与システムと，入試・教務・就職システムから構成されている。

また，同窓会及び学生募集関係などの処理も行なっている。（図1参照）
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図1　本学事務処理システム
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現在の機器構成は，主記憶装置（1Mバイト），磁気ディスク装置（134Mバイト），8イン

チ・フレキシブルディスク装置（1Mバイト）1台，日本語端末装置6台，日本語シリアルプリ

ンタ3台である。（図2　参照）
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中　央　処　理　装　置

主記憶容量1024KB

高速チャネル 低速チャネル

FDDコントローラ

F XDコントローラ

（1MB）

（134MB）

基本コントローラ

日本語プリンタ

I Oコントローラ

M O D E L　 2　0

主記憶装置 1 0　2 4 K B 1台

磁気ディスク装置 1 3　4M B 1台

フレキシブル・ディスク装置 1M B （8インチ） 1台

日本語端末 6台

日本語シリアルプリンタ 3台

図2　機器構成

そして，会計係に1台の日本語端末とプリンタを，また，教務，就職，同窓会係に2台の日本

語端末と1台のプリンタを設置し，いっでも簡単にデータの入出力が可能となるようにしている。

また，入学試験時など，処理が集中する時は，計算機室内の残り3台の端末も，簡単なパラメ

ータの入力により，使用が可能となる。通常この3台の端末は，ジョブ管理，ディバッグ用に使

われている。

各端末からの使用は，ガイダンスにしたがっって行なわれるために，コンピュータの専門的知

識を必要としない。

システム開発は，ディーラーの協力のもとに，計算機室で行なっている。簡易言語（プログレ

スⅡ）や，各種ユーティリティーのサポートにより，日本語処理や，オンライン処理（インライ

ン処理・ターミナルからのデータ入出力のこと）のプログラムが多いにもかかわらず，COBO

Lなどの高級言語の3分の1程度の時間で，プログラムの作成を行なうことができる。

※　それぞれのシステムの各種出力帳表をまとめたもの（表1）や，出力帳表の例（別表）を

文末にあげておく。セキュリティーに関しては，担当業務以外のプログラムの実行を防止す

るためにパスワードによって管理する方法をとっている。

入学試験システム

入学試験は，試験から合格発表までの時間が制約さ．れ，また決してミスが許されない。

また，手続き等の多くの郵便物や，入金など各業務にわたって処理が行なわれるために，デー

タもれのおそれがある。

計算機の導入は，迅速なデータの処理と正確性を実現させることができる。

本システムは，願書入力サブシステム，合否判定サブシステム，合格者関係サブシステムから
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構成されている。

①　願書入力サブシステム（図3　参照）

願書に書かれている，住所，生年月日等の項目を願書マスタに入力する。また，高校からの調

査書の内容及び試験科目等を点数マスタに入力する。

（勤　合否判定サブシステム（図4　参照）

試験前に入力されたデータにより，受付簿，受験科目別名簿，併願者リスト，面接評価記入表

等が作成される。

図4　合否判定サブシステム

④　合格者関係サブシステム（図5　参照）

合否決定後，ただちに合否入力が行なわれ合格者リストが作成される。

合格者は，合格者ファイルに登録される。

その後の，合格者への郵送のためのラベルや，入学手続き者の入力などは，このファイルを使

用する。

教務システム

教務事務は，年度初め及び定期試験時などに

処理が集中する。

また，本学においては，学生数の増加に件な

い，データ量も増加の一途をたどってきた。

計算機を導入することにより，事務処理の迅

速化正確化及び省力化がはかられる。

本システムは，学籍管理サブシステム，履修

管理サブシステム，成績管理サブシステムから

構成されている。



①　学籍管理サブシステム（図6　参照）

年度当初に，入学試験システムで作成された合格者ファイルを学籍マスタに追加し，新しい学

籍マスタを作成する。入学試験時に学生の住所，出身校などの身上書のデータはすでに入力され

ているために，この時点では各研究室の入力（本学では，入学時に各研究室に学生を割りふるた

め）だけで，学籍マスタが作成される。この学籍マスタにより，各学生の現状をいっでも知るこ

とができるようになる。

また，抽出条件を変えることにより，各種の名簿を作成することが可能となる。

（彰　履修サブシステム（図7　参照）

学生の履修マスタと，授業科目マスタの登録とにより，履修状況を知ることができる。

授業科目マスタは，前年度との変更箇所だけを訂正し，履修マスタは学生から提出された履修

科目コード表を入力して作成する。

そして，この2つのファイルから学生の履修表及び科目別受講者名簿を作成する。

現在は，各学生の履修科目入力に時間がかかり，出力されたデータを十分に利用することがで

きないため，履修データの入力をOCR（光学読み取り装置）などで行なうことを将来考えてゆ

きたい。

学 籍

図6　学籍管理サブシステム
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㊥　成績管理サブシステム

（図8　参照）

履修表ファイルと授業科目マスタに

より記入表を作成する。各教員から報

告のあった評価点数及び欠席回数の入

力を行なう。

入力されたデータは，評価ログとい

う中間ファイルに置かれる。入力ミス

はこの時点で訂正を行なう。ミスの無

いデータから授業科目コードと学籍番

号を索引キーにした評価ファイルが作

成される。定期試験データの入力終了

後，追試験，再試験用の資料を作成す

る。

試験の終了後，評価ファイルのデー

タは学籍番号順に並べ変えられ，各学

生の成績ファイルが作成される。なお，

成績ファイルは，入学時から卒業時ま

でデータを追加してゆく。また，不可

に相当する点数に関しては，成績ファ

イルには登録しない。

この成績ファイルにより，学業成績

表，学業成績証明書（別表），単位修

得証明書，卒業認定資料，成績順位表

などを出力する。

この時点の評価ファイルから，未修

得者の各リストも出力できる。

就職システム

近年，事務処理の機械化などにより，

短期大学卒業生の就職も，年々きびし

くなっている。その中で，少しでも，

就職指導を円滑に行なうために，この

システムが考えられた。

本システムは，求人管理システムと

就職状況システムから構成されている。

①　求人管理システム（図9　参照）

図8　成績管理システム

各企業のデータを入力し，また卒業生の就職先とも合わさせて，企業訪問時の資料を作成する。
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また，学生の就職ガイドとしても利用される。

企業への郵送用ラベルも，条件によってピックアップして出力が可能となる。

求人データの入力により，ある時点での求人状況が出力できる。

図9　求人管理システム

（参　就職状況システム（図10　参照）
図10　就職状況システム

学生の報告により，就職内定先を入力し，学科別，日付別，業種別就職内定者リストが作成で

きる。

本システムは，常にデータの変更があるために，迅速に訂正が行なえるよう，一画面ですべて

のデータが入力できるようにしてある。

同窓会システム（図11参照）

卒業生の現状把握，同窓会運営を円滑に行なうためのものである。

各年度末に，学籍マスタから，卒業生を同窓会マスタに登録する。

同窓会運営の資料として，学科別，年度別，研究室別，地域別の同窓会名簿を作成する。

また，各種条件によって，郵送用ラベルを出力することができる。

会計システム

計算機処理を行なうことにより，経理業務の事務省力化と正確化を目的とする。

本システムは，予算サブシステムと財務サブシステムから構成されている。

（》　予算サブシステム（図12　参照）

年間予算を各勘定科目毎に入力し，予算，累計，残高をモニターすることができる。

また，プリンターからも出力できる。

学

同

籍

図11同窓会システム
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図12　予算サブシステム



（彰　財務会計サブシステム（図13　参照）

個々の仕訳伝票の入力だけで，一連の財務諸表や管理資料を作成する。

処理は，日次，月次，年次に分かれている。

図13　財務会計サブシステム

今後の予定

給与システムから始まった本学の事務処理の電算化も，現在では，7システムを構成するに至

った。今後，備品管理，図書館システム等も追加する予定である。

このことにより，各ファイルのレコード数や，プログラムが増加し，いくつかの問題がでてく

る。

たとえば，現在でも現場からのプログラム要求の増加により，開発時間の余裕がなく，ドキュ

メント等の作成が疎かになっている。

そこで，今後は，各業務担当者との協力により，入出力形式の統一化，プログラムの構造化，

ドキュメント，マニュアル等の書式の統一化を行なってゆきたい。

また，DBMS（データベース管理システム）の導入による，各業務のデータベース化や，L

AN（ローカル・エリア・ネットワーク）による，パソコンやワープロ等のOA機器とのネット

ワーク化なども検討してゆきたい。

また，事務職員等のOA教育にも力を入れ各部所でのシステム開発を実現させたい。
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おわりに

コンピュータ導入とともに計算機室ができ，各業務の電算化に当ってきた。現在は室員が教員

の兼務であり，時間的な余裕もなく十分なことができないが，将来は，事務職員をも加えた充実

した組織に計算機室を発展させたい。

最後に，本稿をまとめるにあたって，色々な資料を参考にさせていただいた。厚く感謝申し上

げます。

また，日々業務にあたっておられる教職員の方々，システム開発，メインテナンス等でお世話

になっている四国ビジネスコンピューター㈱の皆様にも厚くお礼申し上げます。

＜参考文献＞

「教務事務システム」の概要について

大臣官房政策課情報処理室　大学と学生（S．60．7）第一法規

MELCOM80システム20装置説明書　三菱電機株式会社
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表1　出　力　帳　表　一　覧

会計システム

伝票チェックリスト

日　記　帳

日　計　表

現金預金出納簿

消費収支計算書

資金収支計算書

合計残高試算表

貸借対照表

勘定科目リスト

補助勘定リスト

給与システム

月次給与

給与支給明細

部門別集計

銀行振込依頼書

地方税納付先一覧

労務統計表

給与基本台帳

賞与計算

年末調整計算

過納分金種表

賃金台帳

入学試験システム

受付簿（50音順）

受付簿（受験番号順）

試験科目別名簿

面接評価記入表

入試成績順位表

科目別平均点数表

音楽科点数一覧表

偏差値一覧表

合否判定リスト

合格者リスト（50音順）

合格者リスト（受験番号順）

高校別合否リスト

入学金手続き者（受験番号順）

入学金手続き（50音順）

DM発行

教務システム

科目マスターリスト

成績コントロールリスト

履修表プリント

受講者名簿

成績管理サブシステム

成績記入表・定期

成績記入表・再試

成績記入表・追試

実技点数記入表

評価チェックリスト

追再試リスト

学業成績表

学業成績証明書

単位修得証明書

学科別成績川貞位表

修得単位数一覧表

学生名簿

保護者名簿

研究室名簿

下宿先名簿

DM発行（学生）

就職システム

企業マスターリスト

事業所カード1

求　人　表

求　人　表（詳細）

DM発行（企業）

就職内定状況リスト

同窓会システム

同窓会チェックリスト

代議員チェックリスト

同窓会名簿

代議員名簿

学科名簿

同窓生県別

地域名簿
DM（同窓会）

DM（代議員）

－53－



「

＿　＿＿　トと二手こ＿弓二二S盈珪＿　＿＿＿＿＿－＿＿一．

‖－＿＿　貪瑚＿＿

コート吉号　担当教員　　　　　　音色

＊　＊　＊　　け召Tnと．⊥年度片耳11等ヲ竜　　＊　＊　＊
＿＿　児丘記者宇和一　＿＿＿－＿　＿＿　＿‖＿＿－　＿　＿＿　－　‥一　一一

＿＿＿．戒E研究室＿＿こし世歪lJ芋－芋正吉号＿三三＿ニ＿二－＿＿＿＿＿＿三名＿

＿－く・＿＿＿＿－＿　＿ヱ＿＿＿　エユー．＿＿・＿前璃＿　＿J＿　＿　　　　　　　　　　　・ヽ

曜日；コに吟Il腋毛　　　　　　　　　　　コート看号授彗敦巧

く月〉　1．

単位
－＿＿＿　く・▼　＿一＿＿＿　＿

ぢ日l lに吟†柑名

く弓〉　：

りこ）　1．ワ・ドプロ七ンング

＿－＿＿＿－21＿罷＿育＿且＿環＿1．

上．

＿．＿＿－＿く＿　　　　　　　　　　　－

5．

e＿＝6－…04　個　昌運　　　　　　1　　　　　　　　く人〉　1　タ　　ン　　ス　　　　　　　　ci二三一二こ2　黒川　峰子

二〇〇三一ユ31＿莞蒜＿＿石渡－　　　　　　　＿　　　　－＿＿ニ＿侃＿育＿度＿覆＿L＿＿＿－‾ユニニー：OL更井＿芯正

三．社　会Il　裁　裾　研　顎　てこ！ニー：e＝　芯凛．札

7．

（水）　三．三．緯　宵　fl　教　材　研　完　TCl≡7－221止内　鴇二
＿21＿昆育工作11＿紅村＿司＿電＿＿ユc三5ミニcユー石祐一」庄竜
コ．総　　官　　丑　　　　　　　　亡】ココ－20：Z　痘弁　明世
，＿書－竺　　Ⅳ　　　　　　　⊥：SLここ告＿粛ヨ

l

L＿＿＿　　　　　　　　＿＿

l．

く水）　1　体　育　相　教　材　司　完　了こ…7－：01池内　も二　　　　　2
＝▼一＝■工作q＿恩一割一項一鴫－JCE三一二〇lj丼一坤　　　　　ニ
7　　　　自　　　　　然

ぐす〉　1．児．立　心　理　宇　　　　　TC－：9－＝Pl　田中　長子

二．国　王互11忠　司　研　完　‾C5：－】C二　ご度　肝共
占、＿＿－障　　　＿」乱＿＿－＿－＿7て古；tこ31号川　峰子ー－一一一」－－一一一一－－
5

く会）　i　絹　報　埠　理

TCと＿－；Cl　富幸　富夫　　　　　1

TC：C一二Cユ　圧伸　貞子
＿二こい：ご－：竪士Jl電

研　完　TC・こ7－：Ci　石質　－糟

亡4－昌一∴1林　寺辛　　　　　　　　　　　　　　　　く金〉　　ユ　情　報　埠　理
詰＿－＿＿＿＿ユOeS一ごて・1＿卑上＿＿茸草，一一－－＿1－＿＿－－＿＿＿＿＿＿こ“－＿社一＿＿＿日金

3．毘　床　心　理　宇

cJh5－2Cl1橋：今孝

＿丁こもニーここユ＿♯上．百子
7ここ≡一二Cユ　田中　長子

く土）　ユ　講　察　奉　加　　　　　　　TCET一三ご1井上　邑テ　　　　　J

一一一，＿－こ一窮＿察一夢一一カトー－－－こら5才，ヨ与㌻井上－・岩手－一一一一つ－
コ

＿　号lL♯＿軌一一割－嘱一丸一一一一二CSe・1融1－声　　　　　　ニーー

5．
－－－－－－11－－・－－－一一一‥一1一・一

7＿

（巧さ　1　児　童　文　字　　　　　　　亡三三三一1Cl1吉こ野　享子
＿　　－（局1＿－＝＿【患＿雪＿集＿冒　　　＋　　　Tぶちむ三晶；＿葺去＿喜子一

く副）　三
一一一　く外喜一一己T－－　　　　一一一＿＿－．＿＿＿▼▼一　一一　一一一一一一一一－－

（吟）　1．改　号　実　習　　　　　　　TC．C〇一：Cl　井上　芭子
q認トー＋＝・，＿一字＿雲＿扇＿完－－－一一4号て識L－
（副〉　　3．

－一　　　　－f外〉一一ム＿

5

よ：電　撃　崇　　弓声　　生　　名　　吾事　く∈hS年月宣＿入ぢ声〉　　・こく・it・こく

児立教肯字昇LrT一丁－一丁：一一二一一rl児iコース　〉 環住所　　‥　　　　　　‥・）く
＿　　　＿＿＿＿－　　　　　　．　　　　　　　　＿生．＿虹▼－＿＿　　　－

芋福音号　氏　名　　　　　　　麗質蔓号　で呈…看号

三C三Oel　甲石　ミキ　　　　　TCC－ご2　音JJ．貝　大川郡　君良町

＿一．＿＿－＿三ここL三三＿－＿－－－＿＿ブこ亭小田19．51＿▼
C5‾三一ここ－ごと≡5

紆便盲号　で話者号

下宿黄

ここ阜ここ弓＝二日　　こ【三三　こl〇ウ1

出声総　　　司宗吾　苫　分

．空巳高等芋柁

＿－－　　　　　　　　－＿生麦亨呈字＿＿

5己ユCIC12　軋山　寺代

552OCl3

三elC10く　騨田　写せ

Tと　－；　引県　域歌郡　代露町
重圧j L9－－＿＿＿

Clき丁…〔一丁と－2ユ＝コ

霞包県　高知市
IrlJlとPll　＿　1

C．【！ら一三三一二1：る

丁亡1－C．1　香川県　高訟市

ClETE－qトC＝El

丁と5　　割l欄　仲多度群　議痕町　　　　　　　　　　　丁亡0　　　香川県　烹な市
丘＿8

0∈TT－75－；9三三　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　C三78－亡1－日く9

高ご育苗寄手建
＿負え習L－

高知E高等宇頸

∈亡ユOC・5　穴吹　直子　　　　　Tb卜C・4　着Il爛　高怒市

＿　　　　7コ＿フニL71　　　　　　　　　期島文江工三上ェj
C吃TE－くと－＝≡56

75ト01香川県　托訂杭　E分寺町

（一三丁己－‾く一二e＝五

三とiCIC・了　芳試　射圭里　　　　TcトC11壱日収．£松市
＿－＿＿＿＿－ニュー」ここ⊥＿＿＿＿－＿－－－忘に町2．18エ＿5ト

C三丁三一もトC＝一〇

∈已ユOCB　石井　詫子　　　　　TC7　　j引I．且　三五邪　悪那町 11－こ1　番Jli喉　右巴市
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那　　　　　　　号

鞘拍l呵担
与　　 鈍　　 足

香川県氏　 名　　 高松　 花子

昭和　 こユ与こ・C日＝テ日生　　 女

学

I

昭和 亡〔年Cヱ月日三日　 柁喜‡j入学

醍
昭和　 e　 キロ三郎 三日　 柁書Il宰其見込．

学　業　成　績　証　明　書 高　松　短　期　大　学

成　耕　記　入　来

上記のとおりであることを証明します．

昭和　と二年〔＝月ユ⊂・日

高拉短期大学長　　金言束　1亘守り

r l 晶り lL　　　　　 ㌫ ．lF　　 lh 鋸　　　　　 亀

】
0 3 占 箪畑＿真 言－

＿押 し 噂 し －

四lL ＿＿胸 子

リ 8 4 コ0 37

3
コ0　8

－1
84 コロコ9 俗本　 仁 美

1
5
84 コ0 40

し
84 3 0 ‘11 ＿重光　 千田

巾！J Ⅱ美7 84 3 0 ‘12

H

リ

8 43 O Jは 水 1L Il嘩 子 ＿＿ ＿ ＿

」 当省＿ 喀輿 望

開 平　 洋子

畑 m　 ■美

84 3 0 45

H I
8 43 0 111i

l l 8 4コ0 47

12 8 43 0 よ柑 平尾　 丑世子

r l
8 4コ0 119 平尾＿ 文子

＝ 撼■　 製

l l
8 1D D 5 1 樺間　 知子

l b
8 4 30 5 3 細 目＿一札敦 ＿＿＿ ＿＿－

17
8 4 30 5 月 」 咄 L 郭性了

＿J 脚 ＿哩 L ＿ ＿ ＿ ＿

1 鍼　 慎了

lll
8 4 コ0 5 5

tリ
8 4 30 5 d

＝I
8 4 3 05 7 水谷　 睦7
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